公共工事に係る環境配慮調査票（その２）
	工事名
	

	場所
	地内

	施工期間
	令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日

	事業費
	￥
	
	円

	業者名称
	

	記入者
	会社名
	
	氏名
	


【事業者記載】

１　上記工事の完了時において、次の環境配慮に該当する項目をチェックして下さい。

（１）重機関係について

□実施した

□①排出ガス対策型建設機械とした。

□②低騒音型建設機械とした。

□③低振動型建設機械とした。

□④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□実施しない

理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２）資材関係について

□実施した

□⑤熱帯林材の使用を削減又は未使用とした。

□⑥型枠等は使い捨てにしないこととした。

□⑦再生材を使用することとした。

□⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□実施しない

理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）廃棄物関係について

□実施した

□⑨産業廃棄物処理には、マニフェスト伝票添付とした。

□⑩発生する廃棄物は、分別を徹底し、再利用を図ることとした。

□⑪廃棄物発生の少ない工法とした。

□⑫その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□実施しない

理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（４）その他

□実施した

□⑬工事現場及び社内で焼却処分を行わないこととした。

□⑭建設残土は、工事現場内で埋め戻しに（一部・全部）利用をした。

□⑮建設残土は、有効利用を図るためストックヤードへ確保とした。

□⑯その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□実施しない

理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　施工中の苦情について該当する事項をチェックしてください。

□苦情なし

□苦情あり

その内容と件数は

□大気汚染
→　　

件
内容：











□水質汚染
→

件
内容：











□騒音

→

件
内容：











□振動：

→

件
内容：











□悪臭：

→

件
内容：











□地盤沈下：
→

件
内容：











□土壌汚染
→

件
内容：











□その他（

）　→　
件
内容：











３　施工中の事故について該当する事項をチェックしてください。

□事故なし

□事故あり
→

件
内容：











